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僚
友
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
物

心
両
面
に
わ
た
っ
て
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
1
学
期
修
了
式
で
は
生
徒
に
対
し

て
、
本
校
野
球
部
の
先
輩
で
あ
る
吉
田
竜
平

さ
ん
（
52
回
卒
）
が
僚
友
同
窓
会
報
誌
に
寄

稿
さ
れ
た
内
容
『
好
き
な
事
に
覚
悟
を
』
を

取
り
上
げ
て
、
目
標
達
成
の
た
め
に
は
普
段

か
ら
〝
本
気
で
〟
向
か
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。〝
本
気
で
〟
努
力
す
れ
ば
、
自
分
の
目

標
を
必
ず
達
成
で
き
る
。「
本
気
」
は
「
本

物
」
に
な
る
。
生
徒
一
人
一
人
の
頑
張
り
が
、

『
躍
進
し
輝
き
続
け
る
山
形
中
央
高
校
』
を

創
造
し
て
い
く
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
も
部
活
動
で
の
活
躍
は
目
覚

ま
し
く
、
夏
の
南
部
九
州
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
6
競
技
に
出
場
（
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
陸
上
競
技
、
女
子
柔

道
、
水
泳
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）、
中
で
も
陸

上
競
技
で
は
3
年
の
高
橋
辰
壽
選
手
が
男
子

8
種
競
技
で
見
事
3
位
入
賞
す
る
な
ど
、
今

年
も
多
く
の
上
位
入
賞
者
を
輩
出
し
秋
の
国

体
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。
野
球
部
は
夏
の
甲

子
園
予
選
で
決
勝
に
進
出
、
残
念
な
が
ら
5

回
目
の
甲
子
園
出
場
は
成
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
村
上
舜
選
手
が
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
か

ら
育
成
枠
で
指
名
を
受
け
、
2
年
連
続
で
プ

ロ
野
球
選
手
が
誕
生
し
ま
し
た
。
秋
に
行
わ

れ
た
各
種
全
国
大
会
の
県
予
選
で
は
、
ラ
グ

ビ
ー
部
が
2
年
連
続
26
回
目
の
花
園
出
場
を

決
め
、
女
子
バ
ス
ケ
部
は
30
連
覇
の
か
か
っ

た
相
手
を
撃
破
し
て
初
優
勝
を
飾
り
、
サ
ッ

カ
ー
部
は
準
決
・
決
勝
と
粘
り
強
い
戦
い
で

3
年
ぶ
り
12
回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
全
国
大
会
で
は
3
つ
の
部
と

も
上
位
進
出
は
成
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県

代
表
と
し
て
堂
々
と
戦
っ
て
く
れ
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
冬
季
競
技

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
母
校

の
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
会
長
就
任
か

ら
丸
2
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
１
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
４
月

の
創
立
記
念
日
に
て
欠
員
に
な
っ
て
い
ま

し
た
教
育
後
援
会
長
職
を
21
回
卒
の
武
田

壮
一
氏
に
、
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

7
月
に
開
催
さ
れ
た
僚
友
同
窓
会
総
会

は
、
会
場
一
杯
の
僚
友
が
集
い
、
そ
れ
は

賑
や
か
で
し
た
。
特
に
若
い
会
員
と
女
性

の
参
加
が
多
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
の
同
窓
会
テ
ー
マ
は
、『
同
窓
力
の

結
集
』『
前
進
』で
す
。同
窓
会
は
、
縦
横
の

繋
が
り
の
他
に
、
異
業
種
交
流
も
重
要
で

す
。
山
形
中
央
高
校
僚
友
の
輪
が
、
も
っ

と
も
っ
と
大
き
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
総
会
は
、
11
月
２１
日(

土)

に
『
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
』
に
て
開
催

し
ま
す
。
当
番
幹
事
学
年
は
５６
回
・
４３

回
・
３２
回
生
で
す
。
皆
様
方
の
ご
予
定
に

入
れ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　

母
校
で
は
全
国
大
会
に
多
く
の
部
が
出

場
、
大
活
躍
！　

野
球
部
は
決
勝
戦
で
惜

敗
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
プ
ロ
野
球
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
に
村
上
舜
君
が
入
団
。
ス

ケ
ー
ト
部
は
、
国
際
大
会
に
男
女
多
数
出

場
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
女
子
学
校
対

抗
４
連
覇
‼　

八
戸
国
体
の
応
援
に
行
き

ま
し
た
が
、
自
信
に
満
ち
た
彼
ら
の
ス

ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
迫
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
３０
年
間
ご
指
導
い
た
だ

で
は
今
年
も
ス
ケ
ー
ト
部
が
大
活
躍
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
は
女
子
が
優
勝
3
を
勝
ち
取
り

総
合
4
連
覇
を
達
成
、
男
子
も
総
合
3
位
の

好
成
績
で
し
た
。
ま
た
、
2
年
女
子
の
高
橋

侑
花
選
手
が
ス
イ
ス
で
行
わ
れ
た
ユ
ー
ス
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
事
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
3

年
男
子
の
森
野
太
陽
選
手
と
女
子
の
小
坂
凛

選
手
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
た
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
権
に
出
場
し
活
躍
し
ま
し
た
。
3
月
末
に

は
全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
に
女
子
柔
道

部
が
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
に
水
泳
部
が
出
場
し
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
で
大
会
中
止
と
な

り
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。
一
方
、
文
化
部

で
は
吹
奏
楽
部
が
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
東
北
大
会
に
３
部
門
で
出
場
、
フ

ル
ー
ト
三
重
奏
で
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

生
物
・
化
学
部
は
12
月
の
探
究
型
学
習
課
題

研
究
発
表
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
、
7
月
の
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
三
年
目
を

迎
え
た
探
究
総
学
「
未
来
へ
の
ド
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
12
月
の
成
果
発
表
を
成
功
裡

に
終
え
、
益
々
充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
学
習
進
路
面
で
は
１
月
の
セ
ン

タ
ー
試
験
の
出
願
者
数
が
１
５
０
名
（
普
通

科
在
籍
者
数
の
９６
・
８
％
）
と
今
年
も
高
い

受
験
率
で
、
最
終
的
に
は
四
年
制
大
学
に
１

５
０
名
（
国
公
立
53
名
、
私
立
97
名
）、
短

期
大
学
へ
18
名
、看
護
・
医
療
系
を
含
む
専
門

学
校
等
に
は
37
名
が
進
学
し
ま
し
た
。
就
職

に
つ
い
て
も
警
察
官
な
ど
の
公
務
員
や
民
間

企
業
等
へ
21
名
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
希
望

あ
る
未
来
に
向
か
っ
て
、
今
後
と
も
「
躍
進

し
輝
き
続
け
る
山
形
中
央
高
校
」
を
持
続
で

き
る
よ
う
、
僚
友
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
１
年
を
ふ
り
返
る

　
～
躍
進
し
輝
き
続
け
る
山
形
中
央
高
校
～

�

校
長　

齋
　
藤
　
和
　
哉

お
元
気
で
す
か

�

会
長　

長
　
田
　
栄
　
一

い
た
椿
央
先
生
が
、
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
育
成
強
化
の
た
め
、
本
校

を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４
名
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
輩
出
や
、
山
形
県

立
山
形
中
央
高
校
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ

て
い
た
だ
い
た
ご
功
績
に
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
１
日
の
卒
業
式
は
、
新
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
縮
小
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
前
々
日
の
２８
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
同
窓
会
入
会
式
は
、
予
定
通
り
に
実

施
し
ま
し
た
。
新
僚
友
た
ち
の
日
本
各

地
・
世
界
各
国
で
の
活
躍
を
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
の
時
代
を
迎
え
、
僚
友
同
窓
会
と

し
て
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

運
営
費
は
新
入
会
員
（
新
卒
業
生
）
の

入
会
金
に
頼
っ
て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
母
校
を
支

援
し
、
僚
友
同
窓
会
の
歴
史
を
永
く
繋
げ

て
い
く
た
め
に
も
、
現
在
の
同
窓
会
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
我
々
僚
友
２
万
余
名
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
く
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
後
と
も
僚
友
同
窓
会
の
維
持
継
続
を

含
め
、
会
員
の
皆
様
方
の
積
極
的
な
ご
参

加
・
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

僚
友
同
窓
生
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
・

ご
多
幸
・
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　令和２年６月１日 （2）　



椿先生
ありがとうございました

　このたび山形県立山形中央高等学校、30年間の教
職生活に別れを告げることになりました。この間、
公私にわたり皆様から数々のご厚情とお力添えをい
ただき本当にありがとうございました。心より感謝
申し上げます。平成２年着任し、４年「べにばな国
体」成功、22年「バンクーバーオリンピック」銅メ
ダル獲得の瞬間に立ち合えました事、26年「ソチオ
リンピック」現役高校生が出場でき、令和２年「イ
ンターハイ総合４連覇」成し遂げました事など、多

くの素晴らしい選手や保護者の皆様、教職員との出
会いを通し得られた経験は私にとってかけがえのな
いものとなりました。また、30年間スケート一筋に
活動させていただき、これほど光栄なことはないと
痛感しております。
　今後は、日本スケート連盟アカデミーコーチとし
て勤務し、スケート界発展に尽力していく所存です。
今後とも変わらぬご指導を賜りますようお願い申し
上げます。� （ 椿　　央 ）

令和２年６月１日　　（3）



【
巻
頭
企
画
】

　
あ
の
人
に
聞
き
た
い
！
高
校
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、今
も
忘
れ
な
い
あ
の
瞬
間
！

作
曲
家
へ
の
道

　
　
　
〜
夢
を
追
い
か
け
て
〜

作
曲
家　

若
草　

恵

　

第
１９
回
卒
業
（
本
名　

斎
藤　
　

徹
）

日
本
作
曲
家
協
会
常
務
理
事

　

父
が
作
曲
家
だ
っ
た
影
響
（
父
の
作
曲

し
た
童
謡
の
旋
律
に
憧
れ
た
）
か
、
物
心

つ
い
た
頃
よ
り
音
楽
が
好
き
で
、
将
来
作

曲
家
に
な
り
た
い
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
父
は
作
曲
家
の
厳
し
さ
を
よ
り
知
っ

て
い
る
為
、
絶
対
反
対
で
一
切
音
楽
を
習

わ
せ
て
も
ら
え
ず
、
仕
方
な
く
独
学
で
曲

を
作
っ
た
り
し
て
い
る
中
で
、
サ
ウ
ン
ド

オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
映
画
に
出
会
い
、
映
画
音
楽
の
素
晴
ら

し
さ
に
感
動
、
映
画
音
楽
の
作
曲
家
に
な

り
た
い
と
思
う
様
に
な
り
ま

し
た
。

　

映
画
音
楽
は
オ
ー
ケ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
（
編
曲
）
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
理
論
と
ピ
ア

ノ
そ
の
他
を
し
っ
か
り
勉
強

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
父
に
談
判
、説
得

し
、仙
台
か
ら
毎
週
先
生
に

来
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
は
音
楽
の
勉
強

だ
け
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

卒
業
後
、
東
京
に
出
て
、
日

本
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ズ
奏
者

渡
辺
貞
男
さ
ん
の
教
室
で
２
年
間
ジ
ャ
ズ

理
論
を
勉
強
す
る
機
会
を
得
、
作
曲
の
道

を
す
こ
し
ず
つ
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
会
社
に
所
属
し

て
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
音
楽
を
沢
山
書
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
師
と
尊
敬
す
る
中

山
大
三
郎
先
生
に
出
会
い
、
編
曲
を
し
て

み
な
い
か
と
誘
わ
れ
、
歌
の
詞
の
中
身
は

「
一
本
の
映
画
」「
一
冊
の
本
」
と
同
じ

物
語
が
あ
る
事
を
教
わ
っ
た
の
で
す
。
詞

の
言
葉
と
言
葉
の
間
に
は
沢
山
の
想
い
が

入
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
表
現
す
る
の
が
編

曲
な
の
だ
と
…
…
。
そ
れ
は
セ
リ
フ
と
セ

リ
フ
の
間
に
音
楽
を
入
れ
る
映
画
音
楽
と

ま
さ
に
一
緒
だ
っ
た
の
で
す
。
僕
は
編
曲

を
映
画
音
楽
と
と
ら
え
る
事
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
後
の
僕
の
編
曲
の
特
徴
に
な
り
ま

し
た
。

　

中
山
先
生
に
「
若
草
恵
」
と
言
う
ペ
ン

ネ
ー
ム
（
中
山
先
生
が
作
詞
家
に
な
る
時

憧
れ
た
純
文
学
の
詩
人
若

杉
慧
氏
か
ら
の
由
来
）
を

頂
き
本
格
的
に
作
曲
、
編

曲
の
道
を
歩
む
事
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

２６
歳
の
時
に
編
曲
し
た

研
ナ
オ
コ
さ
ん
の
曲
「
か

も
め
は
か
も
め
」
が
大

ヒ
ッ
ト
に
な
り
、
僕
の
出

生
作
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
順
調
に
、
中
森
明

菜
「
難
破
船
」
等
の
ヒ
ッ

ト
に
恵
ま
れ
、
ま
た
映
画

音
楽
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
音

楽
、
ア
ニ
メ
音
楽
等
々
の

作
曲
を
担
当
し
、
小
学
校
４
年
の
時
に

「
将
来
は
作
曲
家
」
と
言
っ
た
夢
が
す
こ

し
ず
つ
叶
っ
て
来
ま
し
た
。

　

日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
編
曲
賞
を
１
９
９

０
年
、
１
９
９
７
年
、
２
０
０
１
年
の
３

度
受
賞
、
ま
た
２
０
１
１
年
に
は
、
日
本

レ
コ
ー
ド
大
賞
作
曲
賞
を
受
賞
。
父
の
童

謡
に
憧
れ
た
夢
は
、
大
石
田
町
立
大
石
田

小
学
校
校
歌
、
等
々
の
作
曲
で
少
し
近
づ

い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
作
品

〈
編
曲
〉

「
風
の
盆
恋
歌
」�

石
川
さ
ゆ
り

「
追
憶
」　　
　

�

五
木
ひ
ろ
し

「
ラ
ヴ
・
イ
ズ
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
」

�

欧
陽
菲
菲

「
サ
イ
レ
ン
ト
・
イ
ヴ
」�

辛
島
美
登
里

「
か
も
め
は
か
も
め
」�

研
ナ
オ
コ

「
ヤ
マ
ト
ナ
デ
シ
コ
七
変
化
」

�

小
泉
今
日
子

「
す
き
」�

香
西
か
お
り

　

※
第
３９
回
レ
コ
ー
ド
日
本
大
賞
編
曲
賞

「
哀
愁
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」�

郷
ひ
ろ
み

「
夢
の
は
て
～
子
午
線
の
夢
」
小
林
幸
子

　

※
第
４３
回
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
編
曲
賞

「
夜
桜
お
七
」�

坂
本
冬
美

「
ま
た
君
に
恋
し
て
る
」�

坂
本
冬
美

「
Ｆ
Ｏ
Ｕ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
」���

高
橋
真
梨
子

「
難
破
船
」�

中
森
明
菜

「
花
の
時
愛
の
時
」�

前
川　

清

「
愛
燦
々
」�

美
空
ひ
ば
り

「
愛
さ
れ
て
セ
レ
ナ
ー
デ
」

�

ヤ
ン
・
ス
ギ
ョ
ン

　

※
第
３２
回
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
編
曲
賞

「
別
れ
て
も
好
き
な
人
」

�

ロ
ス
イ
ン
デ
ィ
オ
ス
＆
シ
ル
ビ
ア

�

他
３
５
０
０
曲
以
上

〈
作
曲
〉

「
ふ
た
り
の
船
唄
」�

天
童
よ
し
み

　

※
第
５３
回
レ
コ
ー
ド
大
賞
作
曲
賞

「�

海
峡
の
宿
」�

伍
代
夏
子

他
、
五
木
ひ
ろ
し
、
石
川
さ
ゆ
り
、
欧
陽

菲
菲
、松
原
の
ぶ
え
、湯
原
昌
幸
、等
々
８０

人
以
上
の
ア
ー
チ
ス
ト
に
楽
曲
提
供

〈
校
歌
の
作
曲
〉

　

大
石
田
町
立
大
石
田
中
学
校
校
歌

　

高
畠
町
立
高
畠
中
学
校
校
歌

　

高
畠
こ
ど
も
園
園
歌

　

富
士
キ
ン
ダ
ー
学
園
園
歌

　

白
鷹
町
立
白
鷹
中
学
校
校
歌
の
編
曲

〈
映
画
音
楽
作
曲
〉

「
愛
・
旅
立
ち
」

　

�

中
森
明
菜
、
近
藤
真
彦
主
演
、
舛
田
利

雄
監
督
作
品

「
海
よ
お
前
が
～
帆
船
日
本
丸
の
青
春
」

　

蜷
川
幸
雄
監
督
作
品�

他
多
数

〈
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
作
曲
〉

「
未
亡
人
」�

佐
久
間
良
子
主
演

「
ザ
・
ハ
ン
グ
マ
ン
１
～
５
」

「
十
年
愛
」�

田
中
美
佐
子
主
演

「
あ
の
日
の
僕
を
さ
が
し
て
」

�

織
田
裕
二
主
演

「
愛
す
る
と
い
う
こ
と
」

�

緒
方
直
人
、
小
泉
今
日
子
主
演

「
真
昼
の
月
」

�

織
田
裕
二
、
常
磐
貴
子
主
演

「
協
奏
曲
」

　

木
村
拓
哉
、宮
澤
り
え
、田
村
正
和
主
演

「
い
ち
ば
ん
大
切
な
人
」

�

香
取
慎
吾
、
観
月
あ
り
さ
主
演

「
百
年
の
物
語
」�

松
島
菜
々
子
主
演

�

Ｔ
Ｂ
Ｓ
開
局
記
念
３
夜
連
続
ド
ラ
マ

「
大
忠
臣
蔵
」

�

Ｔ
Ｖ
東
京
年
末
１２
時
間
ド
ラ
マ

�

他
多
数

〈
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
音
楽
作
曲
〉

「
六
神
合
体
ゴ
ッ
ト
マ
ー
ズ
」

「
重
戦
機
エ
ル
ガ
イ
ム
」

「
私
の
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」

�

ハ
ウ
ス
名
作
劇
場

「
機
関
車
先
生
」
劇
場
版
ア
ニ
メ

「
ヒ
カ
ル
の
碁
」

「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」

　

�

劇
場
ア
ニ
メ
２
０
０
５
年
～
２
０
０
９

年
迄

「
河
童
の
ク
ウ
と
夏
休
み
」
劇
場
ア
ニ
メ

�

他
多
数

ビクター青山スタジオ レコーディング風景
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ま
ず
は
こ
の
よ
う
な
お
話
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
よ
う
な
者
が
載
せ
て
い
た
だ
け
る

の
は
大
変
恐
縮
で
す
が
、
少
し
で
も
テ
レ

ビ
業
界
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。

■�

サ
ッ
カ
ー
に
熱
中
し
た
高
校
生
活
。
根

底
に
あ
っ
た
の
は
好
奇
心
。

　

「
全
国
大
会
は
ど
ん
な
世
界
が
広
が
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

県
内
の
サ
ッ
カ
ー
強
豪
校
で
あ
る
山
形
中

央
高
校
に
進
学
し
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
高
校
1
年
生
、

2
年
生
で
全
国
大
会
を
経
験
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

私
は
ベ
ン
チ
メ
ン
バ
ー
で
し
た
が
、
今

で
も
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
校
3
年
生
で
は
各
大
会
で

一
度
も
優
勝
で
き
ず
、
全
国
大
会
に
進
め

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
こ
こ
で
正
直
燃
え
尽
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

初
め
は
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
よ
う

か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
な
ん
と
な

く
」
で
同
じ
こ
と
を
続
け
て
い
い
の
だ
ろ

う
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
分
が
何
を
職
業
と
し
て
生

き
て
い
き
た
い
の
か
思
い
悩
み
ま
す
。

「
東
京
に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
？
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
東
京
の
大
学
に
行
く

こ
と
を
決
心
し
ま
す
。

　

自
ら
の
学
力
と
試
験
ま
で
の
期
間
を
考

察
し
、
私
立
大
学
に
照
準
を
合
わ
せ
ま
し

た
。

　

毎
日
勉
強
す
る
自
分
の
姿
を
ま
る
で
イ

メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
浪
人
は
し

た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
恐
怖
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
集
中
し
て
勉
強
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■�
「
自
分
が
好
き
な
こ
と
」
の
理
由
を
探

し
続
け
た
就
職
活
動

　

上
京
し
、
大
学
生
活
は
自
由
で
、
新
鮮

で
、
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
ん

な
と
き
に
熱
中
し
た
の
が
テ
レ
ビ
で
し
た
。

小
さ
い
時
か
ら
テ
レ
ビ
が
好
き
で
、
特
に

南
海
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
山
里
亮
太
さ
ん

が
好
き
で
し
た
。
テ
レ
ビ
っ
子
だ
っ
た
の

で
、
漠
然
と
テ
レ
ビ
の
世
界
へ
の
憧
れ
は

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
テ
レ
ビ
が
好
き
な
の
か
？
ど
ん
な

と
き
自
分
は
笑
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
山

里
さ
ん
の
何
が
好
き
な
の
か
？
…
な
ど
、

好
き
な
こ
と
の
理
由
を
突
き
詰
め
て
い
き

ま
し
た
。

　

初
め
は
制
作
側
を
志
望
し
て
い
た
が
、

こ
と
ご
と
く
書
類
で
落
選
。
向
い
て
い
な

い
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
局
に

就
職
し
た
大
学
の
卒
業
生
に
、「
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
も
制
作
者
の
一
人
」
の
言
葉
を
受

け
て
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
職
を
目
指
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

な
れ
る
と
は
全
く
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
よ
く
謙
遜
で
使
う
言
葉
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
私
の
場
合
は
本
気
で
す
。

採
用
し
た
Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
む
し
ろ
心
配
で
し
た
。

■
現
在

　

毎
週
日
曜
深
夜
0
時
50
分
放
送

　
　

「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ　

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
」

　

月
～
金　

早
朝
４
時
２５
分
放
送

　
　

「
は
や
ド
キ
！
」
火
曜
日
担
当

　

１
年
目
か
ら
や
り
た
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー

番
組
に
携
わ
れ
、
運
の
良
さ
に
驚
い
て
い

ま
す
。
情
報
番
組
で
も
、
直
撃
取
材
！
と

題
し
て
、
様
々
な
芸
能
人
の
方
々
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
後
進
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

好
き
な
も
の
を
追
求
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
生
活
で
し
か
打
ち
込
め
な
い
こ
と

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

自
分
の
好
き
だ
と
思
え
る
も
の
を
、
周
り

に
左
右
さ
れ
ず
に
極
め
続
け
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
れ
か
ら
の
展
望

　

失
敗
が
大
多
数
の
人
に
見
ら
れ
る
職
業

と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
ぶ
ん
、
き
っ
ち
り
伝
え
ら
れ
た
時

の
喜
び
は
大
き
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
テ
レ
ビ
を

盛
り
上
げ
て
い
く
一
員
と
し
て
責
任
を
持

ち
、
様
々
な
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

精
進
し
ま
す
！

Ｑ
1
、
ど
ん
な
生
徒
だ
っ
た
か
？

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
の
は
明
る
く
て

リ
ー
ダ
ー
気
質
な
人
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た

が
、
私
は
そ
ん
な
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
…
…
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
で
、
い
つ
も
疲
れ
た

様
子
で
し
た
。

　

ク
ラ
ス
の
人
気
者
が
話
し
て
い
る
と
き

に
、
横
の
友
人
と
ぼ
そ
ぼ
そ
喋
っ
て
笑
い

あ
っ
て
い
る
よ
う
な
、
は
た
か
ら
見
た
ら

何
を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
不
気

味
な
人
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
笑
）

Ｑ
2
、
高
校
時
代
は
？

　

勉
強
が
と
に
か

く
大
変
で
し
た
。

と
く
に
社
会
科
全

般
が
苦
手
で
、
歴

史
の
出
来
事
を
た

だ
覚
え
る
こ
と
に

苦
労
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
社

会
人
に
な
っ
て
、

何
気
な
い
頭
の
良

さ
が
現
れ
る
の
は
社
会
科
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
現
代
社
会
の
歴
史
を
知
っ
て
い

る
こ
と
で
、
年
配
の
方
々
と
の
距
離
が
縮

ま
り
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
恥
ず
か
し
く

な
い
よ
う
に
、
最
近
は
歴
史
の
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
3
、
テ
レ
ビ
業
界
に
入
っ
て
？

　

山
形
の
〝
訛
り
〟
を
直
す
こ
と
が
大
変

で
し
た
。
私
自
身
、
ほ
と
ん
ど
訛
り
が
な

い
と
自
負
し
て
い
ま
し
た
が
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
逐
一
「
訛
っ
て
る

よ
！
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

正
確
な
日
本
語
を
話
す
と
い
う
こ
と
が

ど
れ
だ
け
難
し
い
か
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
4
、
山
形
の
良
さ

　

公
園
が
広
い
と
こ
ろ
。
い
つ
で
も
体
を

動
か
せ
る
場
所
が
あ
る
の
は
幸
せ
だ
と
、

上
京
し
て
か
ら
気
づ
き
ま
し
た
。

好
奇
心
と
好
き
を
極
め
よ
！

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

渡
部　

峻

　

第
6７
回
卒
業

Ⓒ TBS

Ⓒ TBS

１
９
９
６
年
4
月
15
日

山
形
市
生
ま
れ

山
形
市
立
南
沼
原
小
学
校

山
形
市
立
第
十
中
学
校

山
形
県
立
山
形
中
央
高
等
学
校

法
政
大
学

Profile
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な
が
ま
ち
荘
か
ら
、

　
　
　
　
　
世
界
一
の
介
護
拠
点
を
目
指
す
‼

　

特
養
施
設
長
、
ま
た
（
公
・

社
）
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議

会
・
副
会
長
、
そ
の
他
に
も
た

く
さ
ん
の
高
齢
者
福
祉
の
役
職

を
務
め
、
全
国
を
飛
び
回
っ
て

い
る
中
央
高
Ｏ
Ｂ
・
峯
田
幸
悦

氏
を
山
形
市
・
な
が
ま
ち
荘
に

訪
ね
ま
し
た
。

福
祉
と
ス
パ
ル
タ
教
育
の

�

子
供
時
代

長
田　

こ
れ
ほ
ど
沢
山
の
役
職

が
あ
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
顔

負
け
の
仕
事
量
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
し
て
福
祉
に
進
ま
れ

た
の
で
す
か
？

峯
田　

子
供
の
頃
、
親
の
貸
家

に
独
居
の
高
齢
者
の
お
ば
あ
さ

ん
が
い
ま
し
た
。
父
が
身
元
引

受
人
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

父
と
一
緒
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
子
供
の
頃
か
ら
よ
く
足
を
運

び
ま
し
た
。
そ
こ
で
高
齢
者
の

方
々
と
話
を
し
た
り
、
お
菓
子

を
も
ら
っ
た
り
、
お
小
遣
い
を

も
ら
っ
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
。

峯 田 幸 悦 氏　×　長 田 栄 一
山形県済生会ながまち荘施設長（２８回卒） 会長（２３回卒）

【
取
材
・
令
和
２
年
１
月
２３
日
（
木
）

�

於　

山
形
市
長
町
・
な
が
ま
ち
荘
】

そ
の
た
め
、
幼
少
期
か
ら
高
齢
者
福
祉
は

身
近
な
こ
と
で
し
た
。

長
田　

福
祉
に
も
理
解
の
あ
る
、
平
穏
な

家
庭
で
育
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

峯
田　

そ
れ
だ
け
な
ら
今
日
の
私
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
そ
の
一
方
で
我

が
家
は
競
争
大
好
き
家
族
で
し
た
。（
笑
）

父
の
本
業
が
車
の
セ
ー
ル
ス
で
、
そ
の
為

に
い
つ
も
『
何
番
目
』
を
意
識
さ
せ
ら
れ

る
子
ど
も
時
代
で
し
た
。
英
才
教
育
や
ス

パ
ル
タ
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
３

人
兄
弟
で
し
た
が
、
子
供
な
の
に
２４
時
間

闘
っ
て
！
し
か
も
、
休
む
な
！
と
い
う
様

な
雰
囲
気
で
し
た
。
他
に
も
営
業
成
績
が

常
に
ト
ッ
プ
だ
っ
た
父
か
ら
は
、
勝
て
る

営
業
と
は
何
か
？
を
常
に
身
近
で
見
せ
ら

れ
た
の
で
、
知
ら
ぬ
間
に
『
勝
つ
こ
と
』

や
『
営
業
』
と
は
何
か
が
身
に
沁
み
て
い

ま
し
た
ね
。
た
だ
、
社
会
の
中
に
は
色
々

な
人
が
い
る
、
と
い
う
意
識
も
こ
の
頃
か

ら
培
わ
れ
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
・
パ
ワ
ハ
ラ
大
嫌
い
！

長
田　

高
校
時
代
も
闘
っ
て
い
た
の
で
す

か
？

峯
田　

自
慢
話
で
は
な
い
の
で
す
が
、
高

校
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
て
６
カ
月
後

に
、
当
時
の
県
内
の
エ
ー
ス
を
破
っ
た
時

は
興
奮
し
ま
し
た
。
後
輩
イ
ジ
メ
が
当
た

り
前
の
時
代
で
し
た
が
、
そ
う
し
た
先
輩

達
の
考
え
と
自
分
の
考
え
が
合
わ
な
か
っ

た
の
で
、
自
分
は
勝
っ
た
け
ど
イ
ジ
メ
や

パ
ワ
ハ
ラ
な
ん
て
絶
対
し
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
示
せ
ま
し
た
。

長
田　

正
義
の
味
方
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

他
に
高
校
時
代
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
。

峯
田　

高
校
時
代
は
日
本
史
が
好
き
で
し

た
。
面
白
い
な
と
思
う
歴
史
上
の
人
物
が

い
た
し
、
人
間
と
は
何
か
？
と
い
う
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
3
年
生
の
時

に
そ
の
日
本
史
で
、
学
年
１
番
の
成
績
が

取
れ
た
時
に
は
、
得
意
な
も
の
が
あ
れ
ば
、

人
は
生
き
延
び
ら
れ
る
と
い
う
感
覚
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
現
在
の
な
が
ま
ち

荘
の
職
員
に
も
教
え
て
い
ま
す
。

長
田　

日
本
史
か
ら
、
人
材
育
成
を
紐
解

い
た
の
で
す
ね
。

　令和２年６月１日 （6）　



介
護
で　

世
界
の
扉
を
開
く

峯
田　

高
校
卒
業
後
は
東
北
福
祉
大
に
進

み
、
そ
の
時
の
座
右
の
銘
が
『
人
を
動
か

す
』
で
し
た
。
な
ぜ
人
は
動
く
の
か
？
と

い
う
関
心
が
高
ま
り
、
経
営
面
で
は
理
念

を
数
値
目
標
に
し
て
与
え
る
と
現
場
は
動

き
や
す
い
と
か
、
営
業
面
で
は
そ
の
人
の

利
益
は
何
か
、
何
が
欲
し
い
の
か
を
考
え

て
い
け
ば
人
は
動
い
て
く
れ
る
。
結
局
、

組
織
に
入
っ
て
人
を
動
か
す
と
大
き
な
成

果
を
最
短
で
実
現
で
き
、
そ
こ
が
面
白
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
ね
。

長
田　

現
在
の
基
礎
が
で
き
た
様
な
大
学

時
代
で
し
た
ね
。

峯
田　

日
本
で
は
介
護
員
が
10
年
前
か
ら

不
足
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
の
介
護
職
の

印
象
は
、
大
変
、
地
味
、
嫌
な
こ
と
と
い

う
固
定
概
念
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

固
定
概
念
を
変
え
て
い
く
の
が
私
の
大
き

な
仕
事
の
一
つ
で
す
。
現
在
、
な
が
ま
ち

峯
田　

こ
れ
ま
で
に
済
生
会
本
部
の
評
議

員
と
い
う
大
役
も
務
め
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
言
わ
ば
学
生
時
代
の
歴
史
好
き
が
功
を

奏
し
た
形
で
す
。
済
生
会
と
い
う
法
人
の

歴
史
も
研
究
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
い
つ
の

間
に
か
、
済
生
会
の
精
神
を
伝
え
る
と
い

う
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
評

議
会
が
『
何
を
求
め
て
い
る
の
か
』
と
、

学
生
時
代
の
人
を
動
か
す
考
え
に
繋
が
り
、

済
生
会
に
と
っ
て
良
い
こ
と
、
社
会
に

と
っ
て
良
い
こ
と
、
厚
生
労
働
省
に
も
一

目
置
か
れ
る
組
織
に
な
る
に
は
何
が
必
要

な
の
か
、
求
め
ら
れ
て
い
る
答
え
を
考
え

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

社
会
を
変
え
る
た
め
に
、
組
織
は
内
部
か

ら
変
え
る
と
い
う
考
え
も
貫
け
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は

中
央
高
＝
セ
ン
ト
ラ
ル
の
時
代
！

長
田　

頼
も
し
い
限
り
で
す
。
最
後
に
同

窓
生
に
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
下
さ
い
。

峯
田　

中
央
高
は
優
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
『
中
央
高
の
時

代
』
で
す
！
男
女
共
学
で
右
か
ら
左
ま
で

い
る
、
中
庸
の
精
神
が
あ
る
、
ま
さ
に
社

会
の
セ
ン
ト
ラ
ル
で
す
。
今
後
は
汎
用
の

精
神
、
当
た
り
前
が
強
い
時
代
、
伸
び
る

時
代
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
田　

上
中
下
の
真
ん
中
で
は
な
く
、
セ

ン
ト
ラ
ル
の
中
央
で
す
ね
。
今
日
は
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

荘
に
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
制
度
で
介
護
福
祉
士
資
格

を
取
得
す
る
た
め
来
日
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
方
が
８
人
い
ま
す
。
実
際
な
が
ま
ち

荘
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
視
察
に
行
っ
た

職
員
も
い
て
、
外
国
の
介
護
を
見
て
来
ま

し
た
。
介
護
は
今
や
世
界
共
通
の
課
題
で
、

目
の
前
の
介
護
の
仕
事
が
実
は
世
界
の
仕

事
に
な
り
ま
す
。

長
田　

介
護
福
祉
士
で
、
世
界
に
羽
ば
た

く
の
で
す
ね
。

峯
田　

介
護
は
実
は
皆
さ
ん
が
考
え
る
よ

り
も
ず
っ
と
範
疇
が
広
く
、
産
業
面
で
は

保
険
や
栄
養
、
社
会
問
題
で
は
介
護
離
職
、

空
き
家
、
災
害
や
防
災
と
連
携
す
る
な
ど
、

解
決
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な

ニ
ー
ズ
が
あ
る
産
業
と
も
言
え
ま
す
。

「
お
前
に
任
せ
る
！
」
な
ら

「
俺
に
任
せ
ろ
！
」

長
田　

社
会
を
変
え
る
力
で
す
ね
。
社
会

人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
ど
う
で
し
た
か
。

峯
田　

私
は
人
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
22

歳
で
『
愛
日
荘
』
に
勤
務
し
、
23
歳
か
ら

施
設
長
の
代
わ
り
に
会
議
に
よ
く
出
さ
れ

ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
面
白
い
こ
と
考
え

た
り
、
豊
か
に
考
え
た
り
し
て
き
た
自
分

の
根
っ
こ
が
、
ハ
ッ
キ
リ
と
職
場
に
も
根

付
い
た
様
な
気
が
し
ま
し
た
ね
。『
お
前

に
任
せ
る
！
』
な
ら
、『
俺
に
任
せ
ろ
！
』

み
た
い
な
。（
笑
）

長
田　

若
い
頃
か
ら
の
信
念
が
一
貫
し
て

ま
す
ね
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

山
辺
町
立
山
辺
小
学
校
、
山
辺
町
立
山
辺
中

学
校
、
山
形
中
央
高
等
学
校
（
28
回
卒
）
東

北
福
祉
大
学

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

な
が
ま
ち
荘
施
設
長

（
公
社
）全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
副
会
長

（
一
社
）山
形
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
会
長

山
形
県
地
域
包
括
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
協
議
会
会
長

〈
日
本
一
を
受
賞
〉

　

な
が
ま
ち
荘
・
済
生
会
が
日
本
の
介
護
を

牽
引
し
、
科
学
的
介
護
拠
点
世
界
一
を
目
指

す
取
組
が
評
価
さ
れ
、
平
成
30
年
第
7
回
介

護
甲
子
園
で
日
本
一
を
受
賞
！

「
Ｎ
式
介
護
、
０
０
７
の
誓
い
、
新
３
Ｋ
、

外
国
人
介
護
職
人
材
育
成
支
援
」

令和２年６月１日　　（7）
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令
和
元
年
度
総
会
は
、
７
月
13
日
土
曜

日
、
午
後
６
時
よ
り
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
有
料
入
場
者
数
は

約
２
０
０
名
を
超
え
盛
大
に
開
か
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
物
故
会
委
員
に
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。
続
い
て
、
長
田
栄
一
同
窓

会
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
引
き
続
き
議

事
に
入
り
ま
し
た
。
第
１
号
議
案
「
平
成

30
年
度
事
業
報
告
」
は
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
第
2
号
議
案
「
平
成
30
年
度　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
報
告
と
監

査
報
告
」
は
伊
藤
豊
務
局
長
よ
り
上
程
さ

れ
、
岩
城
博
範
幹
事
よ
り
監
査
報
告
が
な

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
3
号
議
案

「
山
形
中
央
高
校
僚
友
同
窓
会
役
員（
案
）」、

第
4
号
議
案
「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
」、

第
5
号
議
案
「
令
和
元
年
度　

一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
」
も
事
務
局
の
提
案
の
通

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
整
理
後
は
、
懇
親
会
に
入
り
一
気

に
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
当

番
学
年
が
３
学
年
で
の
運
営
と
な
り
ま
し

た
。
縦
と
横
、
斜
め
で
の
つ
な
が
り
余
興

で
は
、
55
回
卒
業
生
に
よ
る
体
育
科
体
操

と
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
中
心
と

な
っ
て
運
営
に
当
た
っ
た
55
回
卒
業
、
42

回
卒
業
、
31
回
卒
業
の
当
番
学
年
の
皆
さ

ん
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
総
会
は
、
11
月
21
日
土
曜

日
、
午
後
６
時
か
ら
「
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
」
で
開
催
と
な
り
ま
す
。
つ
な
が
り

を
大
事
に
会
員
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

2020年度僚友同窓会総会（2020年11月21日（土）山形グランドホテル）の担当学年は、第
5６回、第4３回、第３2回卒の学年の皆様です。今年度も３学年で担当して頂くことになりま
す。ご協力どうぞよろしくお願い致します。

　令和２年６月１日 （8）　



総
会
担
当
学
年
・
感
想

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
代
風
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
体
育
科
体
操
を
現
代
風
に
動

画
の
や
り
と
り
を
し
て
練
習
し
、
余
興
で

披
露
で
き
た
こ
と
も
、
素
敵
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
再
び
繋
が
っ
た
輪
を
今
後
も

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
山
形

中
央
高
校
及
び
僚
友
同
窓
会
が
ま
す
ま
す

発
展
す
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感
謝
、ま
た
会
い
ま
し
ょ
う

４２
回
卒　

加
賀　

俊
晴

　

令
和
元
年
度
僚
友
同
窓
会
総
会
に
ご
参

加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開
催
の
１
カ
月
前
に
急
遽
担
当
学
年
の
幹

事
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
初
め
て

参
加
の
同
窓
会
で
、
担
当
学
年
の
意
味
も

分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
事
情
を
知
っ
た

時
は
大
役
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
と
焦

り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
名
簿
を
頼
り
に
同

ク
ラ
ス
、
部
活
の
友
達
な
ど
に
連
絡
し
て
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
も
ら
い

同
級
生
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
初

期
段
階
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
繋
が
っ
た
も
の

の
な
か
な
か
出
席
者
が
増
え
ず
苦
労
し
ま

し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者
が
増
え
る

に
つ
れ
て
出
席
者
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

今
ま
で
話
し
た
事
の
な
い
人
と
も
仲
良
く

な
り
、
協
力
し
て
も
ら
い
、
と
て
も
助
け

ら
れ
ま
し
た
。

あ
の
と
き
と
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
で

５５
回
卒　

渡
邉　

由
佳

　

令
和
元
年
度
僚
友
同
窓
会
総
会
と
懇
親

会
の
当
番
学
年
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
令
和
初
の
開
催
と
な
っ
た
同
窓
会
に

多
く
の
皆
様
に
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
事
前
の
準
備
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
卒
業
ア
ル
バ
ム

を
見
な
が
ら
、
携
帯
電
話
を
片
手
に
連
絡

を
取
り
、
再
び
広
が
っ
て
い
っ
た
同
窓
生

の
輪
。
十
数
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
仲
間
も

多
く
、
そ
れ
で
も
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
、
笑

い
の
絶
え
な
い
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ

　

同
窓
会
当
日
は
２０
年
ぶ
り
の
再
会
で
し

た
が
、
昔
に
戻
っ
て
楽
し
い
時
を
過
ご
し

て
、
同
窓
会
は
い
い
な
‼
と
実
感
し
ま
し

た
。
お
陰
様
で
予
想
以
上
の
出
席
者
と
な

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
後
、
学
年

単
位
で
集
ま
る
機
会
が
あ
り
、
新
し
い
出

会
い
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
繋
が
り
を

大
切
に
今
後
も
僚
友
の
輪
を
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

あ
の
時
に
戻
れ
る
同
窓
会
は

素
晴
ら
し
い
！

�

31
回
卒　

高
橋　

幹
則

　

同
窓
会
前
日
は
少
し
ど
き
ど
き
し
な
が

ら
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見
返
し
て
、
も
う

40
年
も
過
ぎ
た
の
か
と
、
時
の
流
れ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
誰
が
来
る
の
か
な
、
変

わ
っ
て
い
る
か
な
と
思
い
を
巡
ら
し
、
な

か
な
か
寝
付
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
よ
い
よ
同
窓
会
、「
〇
〇
ち
ゃ
ん
、

だ
よ
ね
」「
〇
〇
く
ん
、
元
気
？
」
と
、

ち
ょ
っ
と
疑
問
型
の
問
い
か
け
、
卒
業
以

来
40
年
振
り
に
再
会
す
る
人
も
い
て
、
す

ぐ
名
前
が
出
て
こ
な
い
。
ど
こ
か
に
面
影

が
あ
っ
て
、
テ
ー
ブ
ル
毎
に
名
前
を
確
認

し
て
席
に
着
き
ま
し
た
。

　

純
粋
に
あ
の
青
春
期
に
戻
れ
る
同
窓
会
、

千
歳
山
の
麓
、
松
山
校
舎
で
の
懐
か
し
い

日
々
、
授
業
、
部
活
動
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

に
学
校
祭
、
ち
ょ
う
ど
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
、

ベ
イ
シ
テ
ィ
ロ
ー
ラ
ー
ズ
全
盛
期
で
し
た
。

　

当
日
の
参
加
は
31
名
で
し
た
が
、
と
て

も
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
を
契
機
と
し
て
、
学
級
単
位
、

部
活
動
や
グ
ル
ー
プ
で
の
会
合
も
再
開
し

た
と
か
、
少
し
波
及
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
還
暦
で
す
が
、
ま
た
、
い
つ

の
日
か
31
回
卒
、
学
年
全
体
で
集
ま
る
こ

と
を
祈
念
し
て
。

令和２年６月１日　　（9）



令和元年度山形中央高等学校僚友同窓会役員役割分担表
総務会・（会長・ 副会長・ 事務局会）
会長 長　田　栄　一 23
会長代行兼幹事長 野々村　則　夫 43
総会企画実行委員長 長　岡　力　男 29
会員拡大委員長 武　田　佳　彦 27
学年・支部・クラブ活性化委員長 吉　田　　　誠 28
女性活躍委員会委員長　会長代行代理 山　路　知嘉子 27
広報委員長 諏　訪　洋　子 33
事務局長 伊　藤　　　豊 52
事務局次長兼甲子園担当事務局次長 多　田　貞　春 48
甲子園担当事務局長 吉　田　　　誠 28
総会企画実行委員会
委員長兼副会長 長　岡　力　男 29
副委員長 漆　山　信　男 25
副委員長代行 羽　角　克　之 31

堀　野　健　夫 14
鈴　木　正　則 29
三　井　啓　宣 33
桜　井　拓　矢 43
大　城　誠　司 44
斎　藤　源一郎 44
岡　崎　里　子 48
青　木　千　里 48
庄　司　　　哲 49
高　田　尚　実 50
武　田　直　樹 63
土　屋　隆　盛 66

松山会
会長 平　吹　和　之 13
松山会事務局 佐　藤　正　興 18

会員拡大委員会
委員長兼副会長 武　田　佳　彦 27
副委員長 岡　崎　淳　一 45
副委員長代行 佐　藤　佳　子 33

寒河江　　　直 9
小　山　春　雄 18
鈴　木　照　一 38
田　村　　　崇 44
井　上　大　介 46
佐　藤　　　剛 46
清　石　尚　子 49
笹　原　桂　子 49

学年・支部・クラブ活性化委員会
委員長兼副会長 吉　田　　　誠 28
副委員長 西　村　　　清 24
副委員長代行 小　野　　　仁 24

長谷川　浩　二 17
浅　野　　　孝 20
庄　司　秀　幸 47
小　林　寛　治 49
伊　藤　哲　郎 50

女性活躍委員会
委員長兼副会長 山　路　知嘉子 27
副委員長 澤　渡　好　子 25
副委員長 岡　崎　里　子 48
副委員長代行 青　木　千　里 48
広報委員会
委員長兼副会長（会報誌） 諏　訪　洋　子 33
副委員長（ホームページ） 日下部　雅　也 44

　20１９年１１月2９日にホテルキャッスルに於いて、第2
回総会が開催された。
僚友参加者
　阿部勇藏(7回)　寒河江直(9回)　平吹和之(１3回)
　松田勝彦(１3回)　庄司　亨(１8回)　佐藤正興(１8回)
　鈴木信夫(2１回)　武田荘一(2１回)　長田栄一(23回)
　漆山信男(25回)　安田幸子(28回)　佐藤哲也(2９回)
　諏訪洋子(33回)　鈴木照一(38回)　井上和行(43回)
　大城誠司(44回)　庄司信彦(45回)　伊藤　豊(52回)

　当日は、ご来賓として齋藤和哉山形中央高校長のご
出席を賜り開催されました。　
　平吹和之松山会会長の挨拶のあと協議に入り、母校
の支援と僚友同窓会の強靭化を図るため、若手経営者
などの参加を求めていくことなどを決議。次年度も更
なる拡大を目指していく事とした。
　松山会は、僚友同窓会をバックアップしようと有志
の方々が集まり、千歳山麓の旧松山校舎から命名。親
睦と研鑽を図りながら母校に貢献していこうと発足し
ました。趣旨にご賛同いただき、僚友を標ぼうする
方々のご参加をお願い申し上げます。

僚友同窓会松山会報告

　令和２年６月１日 （10）　



令和元年度収支予算書 （案）

収入の部
３０年度決算額 元年度予算額 増　　減

1 繰 越 金 1,112,935 1,511,584 398,649

2 入 会 金 3,615,000    3,510,000 △ 105,000 15,000円×234名

3 維 持 会 費 980,170       1,000,000 19,830 会員振込

4 総 会 費 1,094,000    1,000,000 △ 94,000 総会チケット、広告料

5 繰 入 金 0 0

6 雑 収 入 10,010        10,000 △ 10 預金利子、ＣＤ売上

計 6,812,115    7,031,584 219,469

支出の部
３０年度決算額 元年度予算額 増　　減

1 事 業 費 400,262       800,000      399,738 各種事業費

2 運 営 費 2,207,271    2,200,000    

3 振 興 費 850,000       850,000      0 体育文化振興会費（学校へ）

4 部活動激励金 500,000       500,000      0 部活動激励金（学校へ）

5 総 会 費 876,613       1,000,000    123,387

6 広 告 費 37,800        50,000        12,200 事業広告

7 事 務 局 費 200,000      200,000

8 通 信 費 64,585        100,000      35,415 光通信料、郵送代

9 会 議 費 － 30,000        30,000

10 負 担 金 11,000        30,000        19,000 会合負担金

11 慶 弔 費 51,000        60,000        9,000

12 事務補助員費 302,000       302,000      0 事務補助員給与一部負担

13 委員会運営費 － 60,000        60,000

14 繰 出 金 － － 0

15 予 備 費 － 40,000        40,000

5,300,531    6,222,000    921,469

1,511,584    809,584      △ 702,000

6,812,115    7,031,584    219,469

『Ryoyu』印刷・送付料

小 計

次 期 繰 越 金

合 計

山形県立山形中央高等学校僚友同窓会

（平成３1年４月１日～令和２年３月３１日）

項　 　目 備　　　考

項　 　目 備　　　考

第５号議案

－13－

収入の部

３０年度予算額 30年度決算額 増　　減

1 繰 越 金 1,112,935 1,112,935 0

2 入 会 金 3,600,000 3,615,000 15,000 15,000円×241名

3 維 持 会 費 1,000,000 980,170 △ 19,830 振替手数料引き去り後の金額

4 総 会 費 1,000,000 1,094,000 94,000 総会チケット代金、広告収入

5 繰 入 金 0 0 山銀定期預金より

6 雑 収 入 10,000 10,010 10 預金利子、会員維持会費

計 6,722,935 6,812,115 89,180

支出の部

30年度予算額 ３０年度決算額 増　　減

1 事 業 費 800,000          400,262           △ 399,738 各種事業費

2 運 営 費 2,170,000        2,207,271         37,271

3 振 興 費 850,000          850,000           0 体育文化振興会費（学校へ）

4 部 活 動 激 励 金 500,000          500,000           0 部活動激励金（学校へ）

5 総 会 費 1,000,000        876,613           △ 123,387

6 広 告 費 50,000            37,800             △ 12,200 事業広告

7 事 務 局 費 200,000          -                    △ 200,000

8 通 信 費 100,000          64,585             △ 35,415 光通信料、郵送代

9 会 議 費 30,000            △ 30,000

10 負 担 金 30,000            11,000             △ 19,000 会合負担金

11 慶 弔 費 60,000            51,000             △ 9,000 香典、餞別

12 事 務 補 助 員 費 302,000          302,000           0 事務補助員給与一部負担

13 委 員 会 運 営 費 60,000            △ 60,000

14 操 出 金 －

15 予 備 費 40,000            △ 40,000

6,192,000        5,300,531         △ 891,469

530,935          

6,722,935        5,300,531         △ 1,422,404

総収入額 総支出額 繰越額

6,812,115       － 5,300,531       = 1,511,584          

山形銀行寿町支店普通預金46582

ゆうちょ銀行858店－普通0896181

備　　　考

項　 　目 備　　　考

合 計

山形県立山形中央高等学校僚友同窓会

平成３０年度収支決算書　（案）
（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日）

項　 　目

29年度『僚友』印刷・送付料 H30 ４月発行

小 計

次 期 繰 越 金 山銀寿町支店普通預金、ゆうちょ銀行858店普通

第２号議案

－4－

【会計報告】

本　　社：兵庫県姫路市北条宮の町１７2
　　　　　ＴＥＬ：0７９-284-１380(代)
　　　　　ＦＡＸ：0７９-224-７７46(代)

東京支社：東京都台東区台東4-１8-７
　　　　　� シモジンビル5Ｆ
　　　　　ＴＥＬ：03-3832-638１
　　　　　ＦＡＸ：03-3832-638９�

２０２０年新名簿の発行について
　

今
年
の
１2
月
に
山
形
中
央
高
校
僚
友
同
窓
会
の
名
簿
が
新
し

く
発
行
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｔ
（
サ
ラ

ト
）
に
よ
り
編
集
作
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
名
簿
の
購
入
や

広
告
賛
助
に
つ
い
て
サ
ラ
ト
よ
り
郵
便
物
や
電
話
に
よ
る
連
絡

が
来
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
購
入
等
に
関
す
る
不
明
な
点
は
、

左
記
の
連
絡
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令和２年６月１日　　（11）



総会記念冊子に広告協賛をしていただきました企業・団体は次の通りです。 （順不同・敬称略）

羽陽建設株式会社、ホテルキャッスル、S�HAIR�SALON、学校法人南風学園、株式会社コラボプラン、山建設
備株式会社、山形建設株式会社、安国寺、少林寺、正福寺、リコージャパン株式会社、貯水槽管理センター、千
歳館、カラオケスナックジンジン、株式会社セロン東北、山形国際ホテル、洋服のサンエー、はやし家、西村総
合保険、セレブレーション、フラワーアオキ、でびゅー、金彦商店、丹野覚税理士事務所、有限会社グッピー園、
川井スポーツ、ＪＡやまがた僚友会、リンベル、中村急便株式会社、庄司屋、ヤスミツ産業株式会社、ヘアサロ
ンハース、セブン・イレブン、ジャスト株式会社、株式会社ザオウ製作所、株式会社かかし、ヤマキチ、大國屋、
株式会社テクノス、山形いすゞ自動車株式会社、おーばん、山交観光株式会社、株式会社平吹設計事務所、源七
の湯緑屋、北山スチール、麺藤田、株式会社石駒、中央印刷株式会社、有限会社菊屋、山形市役所中高会、野球
部ＯＢ会、秀鳳酒造場、磨呂舎鈴川店、蔵王観光開発株式会社、須藤会計事務所、株式会社さのや、済生会、智
華、昭和オートリース山形、山形リトルリーグ、サッカー部ＯＢ会、山形ガス、シャープ事務機山形販売、いち
らく、山形新聞北部専売所、おおさとひろびと直売所、成安寺、やきとりきん太、有限会社シロニシ、山形スポー
ツ接骨院、レフティ、加藤建築

✿広告協賛ありがとうございました✿

　

プ
ロ
野
球
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
か
ら

育
成
ド
ラ
フ
ト
７
位
で
指
名
さ
れ
、

入
団
が
決
ま
っ
た
村
上
舜
投
手
の
激

励
会
が
令
和
元
年
１２
月
２８
日
に
山
形

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

主
催
は
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
、
保
護
者

会
、
保
護
者
Ｏ
Ｂ
会
。
現
在
プ
ロ
野

球
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
北
海

道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
石
川

直
也
投
手
を
含
め
４
名
の
選
手
、
ま

た
社
会
人
野
球
で
活
躍
し
て
い
る
選

手
を
含
め
総
勢
１
５
０
名
が
参
加
し

た
。

　

席
上
、
長
田
僚
友
同
窓
会
会
長

か
ら
は
「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
日
本

一
強
い
チ
ー
ム
で
あ
る
。
中
で
も

主
力
選
手
は
育
成
選
手
か
ら
支
配

下
選
手
と
な
り
素
晴
ら
し
い
活
躍

を
し
て
い
る
。
村
上
投
手
も
ま
ず

身
体
を
じ
っ
く
り
鍛
え
将
来
は
一

軍
の
マ
ウ
ン
ド
で
躍
動
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。
そ
の
言
葉
を
受
け

村
上
投
手
は
「
一
軍
の
試
合
に
出

ら
れ
る
よ
う
に
日
々
頑
張
り
ま
す
。

今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

昨
年
に
続
き
本
校
か
ら
ド
ラ
フ

ト
で
の
指
名
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

本
校
野
球
部
か
ら
は
、
県
立
高
校

と
し
て
は
他
に
類
を
見
な
い
７
人
の

プ
ロ
野
球
選
手
を
輩
出
し
た
こ
と
と

な
る
。

令
和
元
年
度

　
　
年
間
活
動
報
告

4
月
8
日
（
月
）
入
学
式

4
月
１8
日
（
木
）

　

�

教
育
後
援
会
理
事
会
評
議
委
員
会
・
体

育
文
化
振
興
会
理
事
会

4
月
２２
日
（
月
）

　

�

定
例
会
・
年
度
初
め
の
打
ち
合
わ
せ

会
・
広
告
取
集
め

4
月
２７
日
（
土
）
創
立
記
念
式
典

5
月
２０
日
（
月
）
定
例
会
・
総
会
準
備

7
月
8
日
（
月
）

　

例
会
・
総
会
準
備
役
割
分
担

7
月
１３
日
（
土
）
令
和
元
年
度
総
会

8
月
３１
日
（
土
）
中
央
祭

9
月
２０
日
（
金
）
総
会
反
省
会

１０
月
２１
日
（
月
）
定
例
会

１１
月
5
日
（
火
）

　

「
Ｒ
ｙ
ｏ
ｙ
ｕ
」
会
報
誌
編
集
委
員
会

１１
月
１６
日
（
土
）
東
京
同
窓
会

１１
月
２２
日
（
金
）

　

「
Ｒ
ｙ
ｏ
ｙ
ｕ
」
会
報
誌
編
集
委
員
会

１２
月
１２
日
（
木
）

　

「
Ｒ
ｙ
ｏ
ｙ
ｕ
」
会
報
誌
編
集
委
員
会

1
月
9
日
（
木
）

　

「
Ｒ
ｙ
ｏ
ｙ
ｕ
」
会
報
誌
編
集
委
員
会

1
月
２４
日
（
金
）
新
年
会

2
月
１７
日
（
月
）
定
例
会

2
月
２8
日
（
金
）
僚
友
同
窓
会
入
会
式

3
月
1
日
（
日
）
卒
業
式

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
入
団

　令和２年６月１日 （12）　



生
物
部
顧
問
・
佐
藤
智
子
先
生
と

と
も
に　
Ｏ
Ｎ
Ｅ　
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
！

荒
井
眞
智
子
（
２２
回
卒
）

　

私
は
、
高
校
に
入
学
後
の
部
活
勧
誘
で

最
初
に
覗
い
た
の
が
生
物
部
で
し
た
。
そ

し
て
そ
の
空
気
に
惹
か
れ
即
座
に
入
部
を

決
め
ま
し
た
。
カ
ビ
班
・
蝶
班
・
蜘
蛛
班

が
あ
り
、
入
部
歓
迎
会
は
奥
山
寺
登
山
。

　

部
室
で
の
合
宿
で
は
、
千
歳
山
・
河
川

敷
で
夜
半
に
蜘
蛛
の
網
張
り
を
観
察
中
、

警
察
官
か
ら
問
わ
れ
た
事
も
。
夏
秋
の
月

山
登
山
で
は
万
年
雪
の
中
、
高
山
植
物
や

蝶
な
ど
の
生
態
調
査
。
学
生
科
学
賞
を
目

指
し
て
の
合
宿
生
活
は
、
技
術
的
・
教
育

的
に
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
人

間
性
を
育
む
〝
遊
び
〟
も
収
穫
で
し
た
。

顧
問
の
佐
藤
智
子
先
生
に
は
、
時
に
は
厳

し
く
そ
し
て
温
か
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

時
を
経
て
、
Ｏ
Ｂ
会
を
し
よ
う
と
発

進
！
月
山
合
宿
の
定
宿
・
志
津
温
泉
「
仙

臺
屋
」
で
、
智
子
先
生
ご
家
族
も
加
わ
り

毎
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
卒
業
後
４０
年
、

七
夕
の
ご
と
く
１
年
に
１
回
集
っ
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
今
年
度
、
智
子
先

生
が
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
の
で
、
１１
月
２７

日
に
ご
自
宅
の
近
く
に
集
ま
り
ま
し
た
。

千
葉
、
宮
城
な
ど
か
ら
１５
名
が
集
結
。
僅

か
数
分
で
、
高
校
時
代
に
戻
り
ま
し
た
。

　

智
子
先
生
の
ご
挨
拶
で
は
、
部
活
動
の

数
々
の
業
績
や
歴
代
の
学
会
発
表
な
ど
が

紹
介
さ
れ
、
改
め
て
先
輩
方
の
足
跡
の
重

支
部
紹
介

こ
ん
に
ち
は

　
　
東
京
同
窓
会
で
す

�

会
長　

澁
谷　

健
治
（
２１
回
卒
）

�

こ
ん
に
ち
は
。
東
京
同
窓
会
で
す
。
僚

友
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
各
職
場
や
各
地

域
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
の
部
活
動
の
躍
進
は
目
覚

ま
し
く
、
今
年
は
女
子
バ
ス
ケ
部
、
男
子

サ
ッ
カ
ー
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
が
全
国
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

東
京
同
窓
会
で
は
こ
れ
を
受
け
、
１２
月

23
日
、
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
（
会
場
／
調

布
市
武
蔵
野
の
森
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
）
で

女
子
バ
ス
ケ
部
の
応
援
を
行
い
ま
し
た
。

対
戦
校
は
奈
良
文
化
高
校
。
劣
勢
だ
っ
た

母
校
も
第
４
ク
オ
ー
タ
で
同
点
に
追
い
付

き
、
そ
の
後
の
競
合
い
に
勝
ち
、
68
対
65

で
難
関
の
初

戦
を
見
事
に

勝
利
で
飾
り

ま
し
た
。
両

チ
ー
ム
最
多

の
33
得
点
を

挙
げ
た
島
村

（
２
年
生
）

を
中
心
に
選

手
達
は
、
山
形
県
大
会
で
29
連
覇
中
の
山

商
高
を
破
っ
た
勢
い
の
ま
ま
、
技
術
的
に

も
レ
ベ
ル
の
高
い
奈
良
文
化
高
校
に
勝
利

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
京
同
窓
会
は
、
東
京
同
窓
会
特
製
の

小
旗
を
片
手
に
喉
が
枯
れ
ん
ば
か
り
の
声

援
を
送
り
ま
し
た
。
第
２
戦
の
東
京
明
星

学
園
に
は
敗
戦
し
ま
し
た
が
、
母
校
の
実

力
の
高
さ
を
証
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
12
月
28
日
の
大
阪
花
園
で

の
対
報
徳
学
園
と
の
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

大
会
で
の
試
合
、
１
月
２
日
の
埼
玉
大
宮

ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
今
治
東
中
等
教
育
学
校

と
の
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
の

初
戦
に
、
都
合
の
付
く
メ
ン
バ
ー
が
応
援

に
駆
け
付
け
ま
し
た
。
感
謝
で
す
。

　

東
京
同
窓
会
は
、
こ
の
ほ
か
山
形
県
人

会
東
京
連
合
会
に
加
入
し
、
県
内
の
各
高

校
在
京
同
窓
会
と
の
連
携
や
懇
親
を
深
め

る
活
動
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
同
窓
会
の
メ
イ
ン
の
活
動
は
、
毎

年
11
月
の
土
曜
日
、「
ホ
テ
ル
第
一
イ
ン

池
袋
」（
Ｊ
Ｒ
池
袋
駅
東
口
）
で
開
催
す

る
総
会
と
懇
親
会
で
す
。（
今
年
は
１１
月

７
日
／
14
時
～
）。
近
年
、
山
形
か
ら
も

同
窓
生
の
皆
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
僚
友
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
参
会

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

み
を
実
感
し
ま
し
た
。
当
時
の
先
生
か
ら

の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
、「
何
か
一

つ
の
事
に
打
ち
込
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
物
部
に
最
後
ま
で
残
る
生
徒
は
、
み
な

実
験
や
観
察
が
本
当
に
好
き
な
人
ば
か
り

で
す
。
卒
業
後
も
必
ず
生
か
さ
れ
る
こ
と

で
す
よ
！
」
と
。

　

智
子
先
生
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ご

指
導
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
智
子
先
生
の

ご
長
寿
と
、
皆
の
健
康
を
祈
念
し
て
万

歳
！
万
歳
！
で
終
わ
り
ま
し
た
。（
令
和

２
年
の
Ｏ
Ｂ
会
は
、
７
月
第
１
土
日
の
予

定
で
す
）　

ウィンターカップ会場前で

令和２年６月１日　　（13）



山
形
県
済
生
会
山
形
中
央
高

同
窓
会
の
設
立
に
つ
い
て

幹
事
長　

峯
田　

幸
悦
（
２8
回
卒
）

　

２
０
１
９
年
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
、

令
和
元
年
７
月
13
日
に
山
形
市
内
で
行
わ

れ
た
僚
友
同
窓
会
総
会
時
に
併
せ
『
山
形

県
済
生
会
山
形
中
央
高
同
窓
会
』
設
立
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
設
立
人
数
は
３７
名

で
、
会
長
は
小
白
川
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
松

田
英
彦
施
設
長
が
就
任
、
副
会
長
も
９
名

い
ま
す
。

　

山
形
県
済
生
会
は
皇
嗣
で
あ
る
秋
篠
宮

殿
下
を
総
裁
と
す
る
日
本
最
大
の
社
会
福

祉
法
人
済
生
会
の
支
部
に
あ
た
り
ま
す
。

実
際
、
山
形
の
職
員
数
は
山
形
済
生
病
院

を
は
じ
め
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
児
童

福
祉
施
設
等
１
５
０
０
名
程
い
ま
す
。
出

身
校
に
つ
い
て
は
働
い
て
い
る
時
は
気
に

し
ま
せ
ん
が
、
普
段
の
何
気
な
い
会
話
の

中
で
、
身
近
に
山
形
中
央
高
卒
業
生
が
多

Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
山
形
中
央
高
等

学
校
僚
友
会
活
動
状
況

羽
角　

克
之
（
３１
回
卒
）

　

本
会
は
平
成
２１
年
２
月
１０
日
に
発
足
致

し
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
３６
名
を
有
し
今

年
で
１２
回
の
総
会
を
開
く
事
が
出
来
ま
し

た
。（
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
に
よ
り
書
面
に
て
開
催
）

　

今
年
度
の
新
体
制
と
し
て
第
８
代
目
会

長
に
は
昭
和
５５
年
３
月
卒
業
の
斎
野
昌
幸
、

副
会
長
に
は
昭
和
５６
年
３
月
卒
業
の
山
川

茂
実
、
同
じ
く
副
会
長
に
は
昭
和
６２
年
３

月
卒
業
の
石
川
祐
二
、
そ
の
他
幹
事
３
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
２
名
、
会
計
２
名
の

合
計
１２
名
の
役
員
が
中
心
と
な
り
、
会
を

運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

発
足
の
始
ま
り
は
、
昭
和
４５
年
３
月
卒

業
の
安
達
正
志
氏
が
平
成
２０
年
度
に
職
員

で
ト
ッ
プ
の
役
職
に
就
き
、
先
輩
を
「
祝

お
う
‼
」
と
後
輩
同
志
が
企
画
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

安
達
氏
曰
く
「
中
央
高
校
で
初
め
て
山

形
大
学
に
入
っ
た
の
が
俺
な
ん
だ
！
当
時

の
校
長
先
生
が
お
祝
い
に
校
長
室
で
中
華

そ
ば
を
ご
馳
走
し
て
く
れ
た
」
と
の
逸
話

を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
安
達

氏
も
現
在
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
の
役
員
と
し
て
、

後
輩
で
あ
る
我
々
に
対
し
、
叱
咤
激
励

の
言
葉
で
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

本
会
発
足
と
と
も
に
現
役
の
高
校
生

が
快
挙
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
２２
年
甲
子
園
春
・
夏
甲
子
園
連
続

出
場
で
す
。
特
に
春
は
２１
世
紀
枠
で
の

初
出
場
で
あ
り
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で

す
。
会
員
一
同
大
型
バ
ス
２
台
で
甲
子

園
ま
で
駆
け
付
け
た
の
が
つ
い
最
近
の

よ
う
で
す
。
そ
の
時
の
甲
子
園
メ
ン

バ
ー
４
人
が
縁
あ
っ
て
現
在
Ｊ
Ａ
や
ま

い
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
中
央
高
卒
業
生
は
し
な
や
か
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
は
事

業
は
人
で
あ
り
、
社
会
と
上
手
に
付
き
合

え
る
方
が
多
い
と
い
う
事
で
す
。
上
手
に

対
応
で
き
る
能
力
は
、
学
生
時
代
に
培
っ

た
校
風
の
賜
物
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま

す
。
そ
の
力
を
こ
の
山
形
県
済
生
会
で
も

結
集
し
、
山
形
中
央
高
パ
ワ
ー
を
も
っ
て

社
会
に
貢
献
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
こ
こ
か
ら
、
本
流
で
あ
る
山
形
中
央

高
同
窓
会
も
盛
り
立
て
、
山
形
中
央
高
発

展
と
山
形
県
済
生
会
発
展
に
寄
与
出
来
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

が
た
で
働
い
て
お
り
ま
す
。
お
陰
で
Ｊ
Ａ

や
ま
が
た
野
球
部
も
強
豪
チ
ー
ム
の
仲
間

入
り
を
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
野
球
部
は
甲
子
園
春
１
回
、
夏

１
回
の
合
計
４
回
、
そ
し
て
プ
ロ
野
球
選

手
７
人
を
輩
出
す
る
事
が
出
き
、
す
っ
か

り
全
国
か
ら
一
目
お
か
れ
る
チ
ー
ム
と
な

り
ま
し
た
。
野
球
部
の
信
念
で
あ
り
ま
す

感
謝
心
は
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
優
し
さ
の

心
、
寄
添
う
心
と
と
も
に
脈
々
と
浸
透
し

て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
当
会
の
活
動
と
し
て
は
、
母
校
へ

の
支
援
を
始
め
、
総
会
、
歓
送
迎
会
、
暑

気
払
い
、
忘
・
新
年
会
と
活
発
な
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

良
き
先
輩
、
良
き
同
志
、
良
き
後
輩
が

集
う
こ
の
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
山
形
中
央
高
等

学
校
僚
友
会
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

野
球
の
話
題
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
私

が
野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
事
を
お
許
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
女
子
会
員
が
平
成
２８
年
３
月

卒
業
の
池
内
菜
緒
さ
ん
一
人
だ
け
で
す
。

後
輩
の
女
性
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
Ｊ
Ａ
や
ま

が
た
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

最
後
に

　

頑
張
れ
！　

山
形
中
央
高
校
‼

　令和２年６月１日 （14）　



１．平成３０年度（平成３１年３月）卒業生進路状況
＊今年度より普通科４クラス

大　　　学 短 期 大 学 専門学校等 就　　　職 他 合計
（卒業者数）国公立 私立 計 国公立 私立 計 看　護

医療系
その他
専　門 大学校等 計 民間 公務員 計 予備校 その他

普
通
科

男子 26 45 71 0 0 0 2 4 1 7 0 2 2 6 1 87
女子 18 30 48 1 8 9 6 7 1 14 3 1 4 1 0 76
計 44 75 119 1 8 9 8 11 2 21 3 3 6 7 1 163

体
育
科

男子 2 35 37 0 1 1 6 5 1 12 9 3 12 0 0 62
女子 0 10 10 0 1 1 2 1 0 3 1 4 5 0 0 19
計 2 45 47 0 2 2 8 6 1 15 10 7 17 0 0 81

学　

年

男子 28 80 108 0 1 1 8 9 2 19 9 5 14 6 1 149
女子 18 40 58 1 9 10 8 8 1 17 4 5 9 1 0 95
計 46 120 166 1 10 11 16 17 3 36 13 10 23 7 1 244
％ １８.９  ４９.２  ６８.０  ０.４  ４.１  ４.５  ６.６  ７.０  １.２  １４.８  ５.３  ４.１  ９.４  ２.９  ０.４  100�

■参　　考� ＊平成２９年度までは普通科５クラス
平成２９年度 58 131 189 5 10 15 21 18 5 44 8 6 14 3 9 274
平成２８年度 52 114 166 8 8 16 19 33 5 57 10 9 19 16 4 278
平成２７年度 24 133 157 1 9 10 19 28 3 50 18 13 31 21 5 274
平成２６年度 55 133 188 3 5 8 17 24 5 46 14 5 19 11 10 282

２．過年度との比較
〇大学合格者数推移� ＊平成２９年度までは普通科５クラス、平成３０年から普通科４クラス
卒業年度 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

国 公 立 大 学 63 65 54 46 47 44 43 73 57 24 54 66 48
私 立 大 学 282 240 268 194 257 269 254 260 263 232 200 253 209

〇県内大学の合格者数推移
卒業年度 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

山 形 大 学 37 33 28 25 25 21 16 34 26 8 30 22 15
県立保健医療大学 1 3 2 4 1 4 5 3 4 3 2 6 4
県立米沢栄養大学 0 0 0 1 1 2
東北芸術工科大学 9 5 6 5 10 2 12 17 5 17 7 2 7
東北公益文科大学 1 5 5 1 8 3 5 6 8 8 5 5 9
東 北 文 教 大 学 2 5 1 9 12 9 6 7 10 8

３．国公立大学等合格者・進学者数
①　国立大学

大　　学 学　　部 学　　科 合格 　　
弘 前 大 医 保 健 ／ 放 射 線 1
秋 田 大 教 育 文 化 学 校 ／ こ ど も 1

山 形 大

人 文 社 会
人 文 ／ 人 間 文 2
人 文 ／ グ ロ ー 1
人 文 ／ 法 政 経 2

地 域 教 育 地 域 ／ 文 化 創 1
理 理 1

工

機 械 シ ス 工 3
高 分 子 ・ 有 機 1
建 築 ・ デ ザ イ 1
化 学 ／ 応 用 化 1
化 学 ／ バ イ オ 1
情 報 ／ 情 報 知 1

福 島 大 人 文 社 会 経 済 経 営 学 類 4
人 間 ／ 教 育 実 2

筑 波 大 体 育 1
群 馬 大 理 工 環 境 創 生 理 工 1
埼 玉 大 経 済 経 済 1

新 潟 大

人 文 人 文 2
経 済 経 済 2

理 理 2
工 工 ／ 電 子 情 報 2

②公立大学
大　　学 学　　部 学　　科 合格

名 寄 市 立 大 保 健 福 祉 社 会 保 育 1
青 森 公 立 大 経 営 経 済 経 営 1
岩 手 県 立 大 ソ フ ト ウ ソ フ ト ウ ェ ア 1

秋 田 県 立 大 シ ス テ ム 建 築 環 境 シ ス 1
機 械 工 1

山形県米沢栄大 健 康 栄 養 健 康 栄 養 2

山形保健医療大 保 健 医 療 看 護 3
作 業 療 法 1

高 崎 経 大 地 域 政 策 1
新 潟 県 立 大 人 間 生 活 子 ど も 1
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若きイレブンの声
3年６組　太田　龍哉　

　今大会に出場して色々な経験をさせてもらいました。3年間の集大成とし
て、「全国１勝」を掲げて挑んだ２回戦で私たちは、「いつもどおり」が出せ
ずに敗れました。常に１00％の力で練習してきた全国レベルとの戦いで日々
のちょっとした甘さが出てしまったと思います。私たちは引退しますが、後
輩達が必ず全国の舞台に戻ってきて勝利を掴んでくれると信じています。山
形中央関係者の皆様、本当にありがとうございました。

　　　花園舞台に立って
3年６組　工藤　　翔　

　第９９回全国高等学校ラグビーフットボー
ル大会に出場し、１回戦で報徳学園高校(兵
庫県代表)と対戦しました。結果は5対１62
という大差で負けてしまいました。大会を
通じ、全国の壁がとても厚いということを
痛感しました。しかし、１トライとれたこ
とや最後まで戦い抜いたことは、次につな
がる良い経験になったと思います。これま
で支えて下さった方々には感謝の気持ちで
いっぱいです。応援ありがとうございました。

　　　熱かった夏と冬
3年5組　佐藤　　叶　

　今年度は２年ぶりのインターハイ出場、初のウィンター
カップ出場と２度も全国大会を経験することができました。
　南九州総体バスケットボール競技は鹿児島県で行われま
した。１回戦は開催権である鹿児島女子との対戦でした。
終始接戦でしたが、勝ち切ることができました。チーム全
体でつかみ取った全国の１勝は本当に嬉しかったです。２
回戦も最後までシーソーゲームの展開となる接戦でしたが
最終クォーター残り3分で追いつかれ、逆転を許し7点差
での惜敗となり２回戦敗退となりました。勝てた試合を逃
した悔しさと、全国でも戦えるという自信を得ることがで
きたインターハイでした。
　そして、ライバルの山形商業の30連覇を阻止して初出場
となったウィンターカップでは、１回戦に全国常連校の奈
良文化高校との対戦となりました。
　１１点差をなかなか縮められず迎えた最終クォーター……
　最後まで諦めず、皆で声をかけ合って自分たちのプレー
に徹したことで残り少ない時間で逆転に成功し、ウィン
ターカップでの初勝利を挙げることができました。しかし、
２回戦は過去４度ウィンターカップで準優勝をしている明
星学園との対戦で初めて外国人のいるチームとの対戦に
圧倒されてしまいました。後半第
3クォーターで２点差まで追い上
げたものの、力及ばず敗退となり
ました。ウィンターカップ3回戦
進出を目標としてきましたが、新
チームでは更に強く、見ている人
が楽しんでくれるバスケを表現で
きるよう頑張っていきます。たく
さんの応援が力になりました。あ
りがとうございました。

令和元年度

部活動の
活躍

サッカー部

ラグビー部 女子バスケ部

　令和２年６月１日 （16）　



第
72
回

卒
業
生
入
会
式

　

令
和
２
年
３
月
卒
業
生
の
入
会
式
が
、

２
月
28
日
（
金
）
午
前
９
時
20
分
よ
り
剣

道
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
次
第
は
次
の

通
り
で
す
。

　

１
、
開
会
の
あ
い
さ
つ

　

２
、
会
長
あ
い
さ
つ

　

３
、
校
長
祝
辞

　

４
、
委
嘱
状
交
付

�

３
組　

黒
澤　

渓
斗

　

５
、
新
会
員
入
会
の
こ
と
ば

�

２
組　

加
藤　

優
衣

　

６
、
記
念
品
贈
呈

�

３
組　

神　
　

雄
人

　

７
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ

　

幹
事
（
普
通
科
２
名
・
体
育
科
１
名
）

は
黒
澤　

渓
斗
、
髙
橋　

佳
歩
、
竹
田　

健
人
の
３
名
で
す
。�����

　

評
議
員
（
ク
ラ
ス
２
名
）�

は

1
組　

齋
藤　

涼
太
、
髙
橋　

佳
歩

2
組　

熊
澤　

愛
未
、
半
澤　

英
斗

3
組　

黒
澤　

渓
斗
、
森　
　

千
奈

4
組　

庄
司　

直
矢
、
寺
西　

海
琴

5
組　

朽
木　
　

叶
、
竹
田　

健
人

6
組　

斎
藤　

旬
太
、
原　
　

伶
奈

で
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
Ｒｙ
ｏ
ｙ
ｕ
」＆

Ｈ・Ｐ
か
ら
募
集
！

　いつも山形中央高等学校僚友同窓会ＨＰをご覧い
ただき誠にありがとうございます。
　20１７年にリニューアルした当ホームページは引き
続き、僚友同窓会の活動及び卒業生の活躍等の記事
を随時アップロードしてまいります。2020年２月に
は今年度卒業生の同窓会入会式がとり行われ、僚友
の輪がますます広がりました。今年度も同窓会へ向
け記事を充実していく予定でおりますので、ＨＰの

チェックをお願いいたします。
　今後とも皆様に楽しんでいただけるホームページ
を目指しＨＰの運営を行ってまいりますので、取り
上げて欲しい記事等ございましたらＨＰのお問い合
わせよりご相談ください。またＨＰに関
するご意見やご要望を頂戴できれば幸い
です。今後とも僚友同窓会ＨＰを宜しく
お願い申し上げます。

ＨＰ管理者
からのお知らせ

◯
僚
友
同
窓
会
会
員
名
簿　
発
行

　

今
年
度
は
、
５
年
に
一
度
の
「
僚
友
同

窓
会
会
員
名
簿
」
発
行
の
年
に
な
り
ま
す
。

名
簿
出
版
委
託
・
㈱
サ
ラ
ト
よ
り
、
お
名

前
や
ご
住
所
変
更
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

◯
「
Ｒ
ｙ
ｏ
ｙ
ｕ
」
＆
Ｈ
・
Ｐ
投
稿
募
集

◦�
同
期
会
や
サ
ー
ク
ル
同
窓
活
動
、
プ
チ

同
窓
会
し
た
よ
！
な
ど
、
同
窓
生
同
士

の
交
流
に
つ
い
て
ぜ
ひ
「
Ｒ
ｙ
ｏ
ｙ

ｕ
」
ま
で
投
稿
下
さ
い
。

◦�

団
体
、
企
業
内
で
作
っ
て
い
る
Ｏ
・
Ｂ

会
活
動
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

◯
広
告
募
集
（
会
報
誌
＆
Ｈ
・
Ｐ
）

　

会
報
誌
と
Ｈ
・
Ｐ
の
広
告
掲
載
を
募
集

し
ま
す
。
会
報
誌
は
現
在
、
約
１
５
、０

０
０
部
の
発
行
数
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

会
社
、
お
店
の
ア
ピ
ー
ル
、
お
知
ら
せ

な
ど
を
ご
掲
載
下
さ
い
。
詳
細
は
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※�

東
京
同
窓
会
や
他
校
の
同
窓
会
報
で
も

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◯
「
Ｒ
ｙ
ｏ
ｙ
ｕ
」
編
集
員
募
集

　

現
在
、
僚
友
同
窓
会
常
任
幹
事
の
有
志

で
会
報
誌
の
編
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
魅
力
的
な
「
Ｒ
ｙ
ｏ
ｙ
ｕ
」
を

作
っ
て
い
く
た
め
に
、
編
集
や
執
筆
の
得

意
な
方
や
経
験
者
等
、
お
手
伝
い
下
さ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
常
任
幹
事
募
集

　

「
み
ん
な
で
支
え
る
僚
友
同
窓
会
」
は
、

現
在
四
十
数
名
の
幹
事
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
卒
業
年
度
か
ら
数
名
ず
つ
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
全
て
の
卒
業
年
度
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
同
窓
生
の
交
流
、

母
校
の
支
援
等
を
「
僚
友
同
窓
会
」
を
通

し
て
手
伝
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
そ
の
他

　

僚
友
同
窓
会
へ
の
ご
声
援
、
リ
ク
エ
ス

ト
な
ど
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

令和２年６月１日　　（17）



第
1
回

田
中　

和
平

渡
辺　

久
彌

高
橋　
　

豊

第
2
回

武
田　

豊
次

江
口　

知
子

第
3
回

浅
野　

正
悦

齋
藤　

益
子

第
4
回

深
瀬　

峯
夫

岡
崎　

順
昭

第
5
回

佐
藤　

直
市

第
6
回

庄
司　

定
男

三
沢　

幸
雄

伊
藤
た
み
子

第
7
回

石
川　

藤
男

阿
部　

勇
蔵

水
戸
部
幸
作

第
8
回

髙
橋　
　

哲

清
野　

恒
也

第
9
回

山
崎
信
一
郎

完
山　

太
一

海
谷　
　

啓

寒
河
江　

直

第
１０
回

小
川　

利
孝

長
沼　
　

清

海
野　

正
己

阿
部　

利
男

五
十
嵐
香
代
子

中
鉢　

ミ
チ

宇
井　

秀
男

相
馬　

俊
明

第
１１
回

吉
田　
　

馨

田
中　

信
嘉

荒
井　
　

博

斉
藤　

茂
子

栗
村　

静
雄

第
１２
回

丹
羽　

裕
子

神
尾　

憲
二

清
野　

秀
雄

枝
松　

兌
怡

第
１３
回

信
夫　

紘
治

鈴
木　

海
男

池
田　

儀
政

金
沢　

邦
夫

山
路　
　

貞

武
田　

徳
勝

山
川
圭
太
郎

五
十
嵐
ミ
ネ

第
１４
回

米
谷　

峰
雄

野
口
千
津
子

石
澤　

喜
代

大
場　

恵
子

第
１5
回

後
藤　

貞
男

鏡　
　
　

啓

森
谷　

隆
士

第
１６
回

鈴
木　

國
廣

市
塚　

富
子

第
１７
回

西
内　

具
子

藤
田　
　

清

長
谷
川
浩
二

細
谷　

正
明

井
上　

一
郎

鈴
木　

忠
志

仲
島　
　

勲

第
１8
回

大
瀧
ツ
ネ
ヨ

庄
司　
　

亨

間
木
野
知
加

今
野　

潤
司

村
上　

隆
子

佐
藤　

正
興

安
達　

良
子

鈴
木　

豊
子

長
澤　

明
好

廣
瀬　

純
二

山
口　

明
子

第
１９
回

田
中　
　

悟

岡
田　

桂
司

高
橋　

春
美

山
本　

道
子

第
２０
回

小
池　

久
雄

斎
藤　

啓
一

堀
内　
　

修

矢
萩
久
美
子

浅
野　
　

孝

鈴
木　

孝
雄

小
笠
原
正
道

目
黒　
　

茂

刈
田　

節
子

第
２１
回

板
橋　

和
子

小
関　

昭
一

岩
城　

博
範

鈴
木　

信
夫

武
田　

荘
一

松
田　

昭
裕

第
２２
回

清
野　

正
一

髙
橋　

重
雄

鬼
澤　

祥
子

石
沢　

章
好

第
２３
回

佐
藤　

正
子

鈴
木　

康
弘

長
田
真
佐
子

長
田　

栄
一

佐
藤　

純
子

宮
林　

厚
子

高
橋　

淳
一

佐
藤
由
美
子

菱
沼　
　

敏

第
２４
回

中
澤　

則
子

佐
藤　

幸
二

柿
﨑　

千
恵

松
本　

俊
和

西
村　
　

清

坂
部　

智
子

布
施　

幸
雄

第
２5
回

髙
砂　

厚
子

荒
沢　

賢
雄

漆
山　

信
男

澤
渡　

好
子

片
山　

一
男

東
海
林
孝
博

第
２６
回

岸　
　

典
子

吉
田　

道
雄

結
城
美
津
子

亀
井　

泰
広

第
２７
回

逸
見　

正
光

駒
谷　
　

洋

粟
野　

俊
之

熊
谷　

賢
昭

武
田　

佳
彦

伊
坂　

絹
江

三
品　
　

誠

志
斎　

清
志

布
川　

昌
広

山
路
知
嘉
子

第
２8
回

青
木
三
希
子

上
田　

好
一

吉
田　
　

誠

安
田　

幸
子

峯
田　

幸
悦

第
２９
回

深
瀬　

淳
一

佐
藤　

俊
晴

鈴
木　

良
彦

相
馬　

敬
子

長
岡　

力
男

佐
藤　

哲
也

鈴
木　

正
則

第
３０
回

粟
野　

俊
英

第
３１
回

羽
角　

克
之

三
浦　
　

薫

石
山　

廣
昭

第
３２
回

加
藤　

由
美

佐
藤　

良
男

畑
崎　

宗
也

悪
原　

明
美

落
合
喜
志
雄

齋
藤　

利
美

村
岡　

雅
彦

第
３３
回

諏
訪　

洋
子

高
木　

光
紀

市
村　

昭
一

須
賀
井
新
人

第
３４
回

須
貝　

義
弘

山
口　

秀
治

阿
部　

征
彦

第
３5
回

會
田　

和
之

金
澤　

広
善

石
澤　
　

勉

白
濱　

秀
也

第
３６
回

井
上　

規
夫

半
田　

明
美

第
３７
回

石
森　
　

全

新
井　

恵
子

垂
石　

晃
二

第
３8
回

花
邑　

広
祥

大
場　

正
明

今
田　
　

猛

鈴
木　

照
一

第
３９
回

秋
田　

雅
人

髙
橋　

太
一

第
４０
回

稲
毛　

宏
史

槇　

ふ
み
え

齊
藤　

幸
信

第
４１
回

水
戸
部
幸
憲

第
４３
回

細
矢　

昌
昭

本
木　

伸
秀

野
々
村
則
夫

山
川　

春
香

布
施　

弘
好

大
滝　

聡
志

第
４４
回

大
城　

誠
司

五
十
嵐
洋
一

第
４5
回

庄
司　

信
彦

伊
豆
田
弘
樹

庄
司　

信
彦

岡
崎　

淳
一

第
４６
回

深
瀬　
　

忠

第
４７
回

庄
司　

秀
幸

渡
部　

将
人

第
４8
回

原
田　

文
香

第
４９
回

湯
ノ
目　

勝

奥
山　

英
信

第
5０
回

伊
藤
裕
紀
子

第
5１
回

齊
藤　

純
一

滝
口　

定
幸

第
5２
回

伊
藤　
　

豊

第
55
回

會
田　

康
仁

第
5７
回

小
田
嶋
亜
季

山
路　

一
哉

第
６０
回

佐
藤　

彩
実

第
６１
回

東
海
林
沙
貴

第
６２
回

武
田
竜
太
郎

第
６３
回

小
田　

卓
朗

第
６４
回

國
井　

美
奈

竹
村　
　

萌

第
６5
回

奥
山　
　

優

柴
田　

大
地

第
６６
回

土
屋　

隆
盛

熊
谷　

鴻
志

東
谷　

亮
信

ウ
リ
ア
ム
ソ
ン
師
円

第
６７
回

佐
藤　

心
晴

第
６8
回

住
吉
加
寿
己

第
７０
回

矢
作　

香
穏

ウ
リ
ア
ム
ソ
ン
レ
ミ

清
野　

優
矢

佐
藤　

克
洸

鈴
木　

杏
菜

三
沢
海
和
斗

東
海
林
拓
実

（
計
２
２
８
名
）

平
成
31
年
度
維
持
会
費
協
力
者
２２８
名

（
平
成
3１
年
３
月
～
令
和
２
年
３
月
ま
で
）

※万が一誤字・脱字、お名前が記載されていない方は、お知らせ下さい。

感謝

編

集

後

記

　令和２年度運営費の納入に引き続きご協力ください。
同封の振込用紙で、郵便局またはコンビニで納入くだ
さい。

「維持会費」納入のお願い
僚友同窓会

〒９９０－２４９２ 山形市鉄砲町２丁目１０－７３
　　　　　 山形県立山形中央高等学校内
　　　TEL（023）641－7311��FAX�641－7313
　　　直通TEL（023）674－0882
　　　E-mail��yamachudoso@amber.plala.or.jp

【
Ｙ
・
Ｓ
】
同
窓
の
ご
縁
で
、
今
号
で
も

素
晴
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
同
窓
生

に
出
会
え
て
感
激
で
す
。
ど
ん
な
時
も

「
何
と
か
な
る
、
そ
う
信
じ
て
い
る
人
は

何
と
か
な
る
！
」。
自
分
と
未
来
を
信
じ

て
進
み
ま
し
ょ
う
ね
！

【
Ｊ
Ｍ
Ｋ
Ｔ
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
今
ま
で
と
は
異
な
る
１
年
に
な
り

ま
す
。
６
月
の
総
会
は
１１
月
へ
延
期
と
な

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
し
ま
す
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

【
Ｙ
・
Ｔ
】
わ
た
し
は
、
今
年
中
央
高
卒

業
か
ら
４５
年
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
各

界
で
活
躍
し
て
い
る
同
窓
生
を
３
名
取
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
な
か
な
か

直
接
人
と
会
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
Ｗ

ｅ
ｂ
飲
み
会
と
か
新
た
な
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
が
出
来
て
来
て
い

ま
す
。
僚
友
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

も
一
度
見
て
く
だ
さ
い
。

【
Ｒ
・
Ｎ
】
１１
月
の
総
会
に
は
、
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ず
皆
さ
ま
に
お
会
い
で
き
る

日
を
、
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
Ｃ
・
Ｙ
】
会
報
「
Ｒ
ｙ
ｏ
ｙ
ｕ
」
の
裏

表
紙
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
た
思
い
は
、
２
０

２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
、

人
種
や
老
若
男
女
を
越
え
て
、
5
輪
自
転

車
に
乗
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
く
イ
メ
ー
ジ

で
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
全
て
の
人
々
が
心
身
と
も
に

苦
し
ん
で
い
る
今
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
私
た
ち
の
小
さ
な
努
力
が
大

き
な
実
を
結
ぶ
こ
と
を
願
い
ま
す
。

【
Ｅ
・
Ｏ
】
今
回
も
経
費
補
填
の
た
め
広

告
を
２
社
掲
載
し
ま
し
た
。
本
誌
は
、
全

国
津
々
浦
々
に
一
万
五
千
部
。
特
に
、
全

国
に
展
開
さ
れ
て
い
る
同
窓
企
業
に
は
効

果
あ
り
。
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
充
実

し
た
同
窓
誌
発
行
に
は
、
多
大
な
経
費
が

掛
か
り
ま
す
。
発
行
継
続
の
為
に
も
、
会

費
納
入
を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　令和２年６月１日 （18）　



紅コース

税抜総額 3,800 円
藍コース

税抜総額 5,800 円

ギフトの力で山形の魅力を全国に
食の恵みと豊かな風土、選べるカタログギフト 安心安全で高品質、山形の旬の美味しさをお届け

令和２年６月１日　　（19）



TEL023（674）0882（直通）／TEL023（641）7311（中央高）
山形中央高等学校僚友同窓会総会実行委員会

山形グランドホテル
11/21㈯ 18：00～ 

当日、会場受付でも購入できます。

卒業してから5年目、平成28年3月卒（68回卒）の方を無料ご招待いたします。
出席される方は実行委員会までご連絡ください。

2020

令和
２年度

チケット／5,000円（税込）

山形中央高等学校

僚友同窓会総会

　令和２年６月１日 （20）　


